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～グローバル補助金を活用した医療支援と交流の記録～ 

                      報告者：荒井 剛 

 

2025 年 5 月 23 日、タイ王国ラチャブリー県において、釧路ロータリークラブが参画した

グローバル補助金事業の贈呈式が行われました。この国際奉仕活動は、3330 地区・プロイ・

ラチャブリー・ロータリークラブ（女性のみのクラブ）をはじめとするタイ側 6 クラブとの

協働により実現しました。 

 

当クラブから、高橋直人(2024-2025 会長)、吉田英一副会長、東堂光春幹事、そして私・荒

井（会長エレクト／2500 地区グローバル補助金チームリーダー）が参加いたしました。 

事業の内容は、ラチャブリー郡バン・パエー地区の病院に、2 台のリハビリ機器を提供する

とともに、地域住民を対象とした健康に関するワークショップの開催、医療従事者への研修

支援を行うというものです。 

 

このプロジェクトの背景には、2024 年 3 月に 3330 地区の地区大会に参加した際、プロイ・

ラチャブリーRC のメンバーから姉妹クラブの提案を受けたことがあります。その後、すぐ

に姉妹クラブを結ぶよりも、まずは具体的な共同プロジェクトを通じて信頼と交流を深め

ることが重要と考え、本事業の実施に至りました。 

 

贈呈式は、病院近くのお寺の集会施設にて執り行われ、3330 地区のジャクチャイ・ガバナ

ーも出席されました。高橋会長によるスピーチの後は、地域住民向けの健康ワークショップ

が開催され、心筋梗塞や糖尿病、食品添加物、予防医学などをテーマに、多くの住民が学び

と交流を楽しんでいました。 

 

その後、実際にリハビリ機器が導入されたバン・パエー病院を訪れ、設置された機器を視察

し、利用体験もさせていただきました。 

 

夜には、関係 6 クラブの皆様とのウェルカムパーティが開催され、クラブ間のバナー交換

や、タイでも有名な谷村新司さんの「昴」や坂本九さんの「上を向いて歩こう（Sukiyaki）」

をカラオケで合唱し，親睦を深めました。 

 

翌日は、タイ最大の国立公園「ケーンクラチャン国立公園」を訪れ、自然探索を楽しんだ後、



ドリアンパーティにも参加しました。かつてマレーシアのボルネオ島の露店で食した際の

苦い体験があった私ですが、今回いただいたタイ産のドリアンは、驚くほど香りも味も良く、

現地の人々の誇りを感じました。 

 

このように、医療支援という実質的な奉仕だけでなく、文化や人との深い交流を通じて、国

際ロータリーならではのつながりと広がりを実感することができました。 

 

今後もこのつながりを大切にしながら、さらなる国際奉仕活動に取り組んでまいります。温

かく迎えてくださったタイ側の皆様、そしてこの事業を支えてくださったすべての方々に

心より感謝申し上げます。 
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